
  

医の倫理―過去・現在・未来―企画実行委員会         

～日本医学会総会 2015 関西にむけて～ 

歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 

「日本医学会総会 2015 関西」に対するアピール企画 

 

 

日本の医学界が、今日に至るまで戦時下医学犯罪に対する科学的検

証を行ってこなかったことについて問題提起しつつ、そのことが今日にお

ける「医の倫理」を巡る日本の医療現場や医療者の対応にどのような影

響を与えているかを考えたい。そして、人類未知の領域に足を踏み入れ

つつある医学・医療に必要な「医の倫理」について共に考えたい。 

 

2015/04/12知恩院和順会館（京都市） 
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「歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題」と題する 
映像・講演・対談・シンポジウムの開会に当たって 

戦後 70 年の節目に当たる「第 29 回日本医学会総会 2015 関西」は、「731 部隊」に代表される戦時中の
日本の医学者・医師が行った、非人道的な行為に対する考察と反省を行うようにという「日本医学会総会
2015 関西」にむけての「医の倫理－過去・現在・未来－企画実行委員会」（以下、「医の倫理」実行委員会）の
要請がいかされないまま開催されています。このような状況の中で、「第 29 回日本医学会総会 2015 関西」に
並行する本会の企画として、「歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題」と題する映像・講演・対談・シンポジウム
は開催されます。 

日本医学会が置かれている日本医師会は、世界医師会理事会の「第二次世界大戦における残虐行為を非
難する声明文を求め」に応えて「1949 年 3 月 30 日に開催された日本医師会の年次代議員会において､以下
の決議が満場一致で採択された｡『日本の医師を代表する日本医師会は､この機会に､戦時中に敵国人に対し
て加えられた残虐行為を公然と非難し､また断言され､そして時として生じたことが周知とされる患者の残虐行為
を糾弾するものである』」という会長の声明文を提出し（1951 年 5 月 22 日.加盟各国医師会に回覧された世界
医師会文書 36.18/51 抜粋）、世界医師会への加盟が認められました。にもかかわらず、日本医師会は、自ら
がかつての戦争に加担したことや、日本の医学者・医師により行われた人道に反する残虐な「人体実験」「生体
解剖」等（以下、「過去」）に目を閉ざし、医学界･医療界ではタブーとされてきました。 

これに対し、我国の医師団体として初めて、戦後 50 年の 1995 年 8 月 10 日に大阪府保険医協会理事会
は、「戦後 50 年にあたり、侵略戦争の反省と反戦･平和への開業医の決意」を、12 月 17 日には全国保険医
団体連合会（以下、保団連）が「戦後 50 年にあたり、反戦・平和への日本の医師としての決意」を決議しました。
保団連は 2005 年には国際シンポジウム「医師・医学者の戦争責任を考える―関東軍 731 部隊をめぐって」を
開催しました。2006 年には、15 年戦争と日本の医学医療研究会（以下、戦医研）の呼びかけで、大阪府保険
医協会、大阪民主医療機関連合会、現代医療を考える会（以下、考える会）などの参加する、第 27 回日本医
学会総会―「戦争と医学」展実行委員会が設立されました。同会の要請にもかかわらず、第 27 回医学会総会
実行委員会は「過去」に向き合う公式の企画を行ないませんでしたが、同会は期を同じくして、大阪の地におい
て、独自に「戦争と医学」展と国際シンポジウムを開催しました。 

その後、その活動は、保団連、全日本民主医療機関連合会、戦医研、考える会や有志が参加する「『戦争と
医の倫理』の検証を進める会（以下、進める会）に発展しました。この会は全国の心ある医学者･医師・医療従事
者と関係する諸団体などが「過去」に向き合う恒常的な活動を行うもので、わが国では初めての全国的な組織
です。しかし、進める会の要請にもかかわらず、第 28 回医学会総会も自らの企画を行いませんでした。進める
会は、「戦争と医学」を検証する展示とドイツからパネリストの参加も得て全国の医学者・医師らと共に考え討論
する国際シンポジウムを独自に企画し、2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大震災と原子力発電所事故により
断念することなく、2012 年 11 月 17 日に開催しました。 

この間、日本医学会は、「代議員会の決議がない」「加盟を認めた各学会から上がってきたテーマを調整する
のが主目的であり、それ以外のテーマは原則扱わない」「企画内容が総会参加者の関心を呼び、多数の入場
者が見込まれるかどうかが重要となる」などという理由で、責任を放棄してきました。各学会や全国の大学医学
部、医科大学は、進める会から展示パネル冊子や質問紙調査票が送られるなど、自らの「過去」に向き合う機
会が数々あったにもかかわらず、検証にすら着手しないで、現在に至っています。 

第 29 回日本医学会総会は、石井四郎 731 部隊長や多くの部隊員を送り出した京都大学が四半世紀ぶり
に中心になって、同学の総長、医学部長であった井村裕夫会頭の名で開催されています。同総会は、戦後 70
年の節目でもあることから、日本医学会が真摯に「過去」に向き合う絶好の機会でした。 

このような状況下の 2014 年 1 月 12 日に、京都府保険医協会垣田さち子理事長を代表として「医の倫理」
実行委員会は設立され、第 29 回日本医学会総会に向けての取り組みを始めました。その直後の 2 月 11 日
に行われました京都大学基礎医学記念講堂の完成記念式典において、731 部隊への同医学部の関与を示
す資料が展示されたことは、戦争へ加担したという負の遺産を京都大学医学部として初めて明らかにした点で
注目に値する兆しでしたが、しばらくして同展示は理由も公にされず撤去され、今日に至っています。このような
逆流もある中で、開催されます、「歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題」と題する本会の企画が、ご来場の
皆様の真摯な熱意ある参加によって、その解明と解決に大いに貢献できるものとなることを願ってやみません。 

 2015 年 4 月 12 日 
医の倫理－過去・現在・未来－企画実行委員会～日本医学会総会 2015 関西にむけて～ 副代表 

「戦争と医の倫理」の検証を進める会 代表世話人 
15 年戦争と日本の医学医療研究会 事務局長 

西山 勝夫 
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歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 
「日本医学会総会 2015 関西」に対するアピール企画 

【次第】 

■午前の部 （9：30～12：35）  ………司会進行 西山 勝夫副代表 

1）開会挨拶 ………………………垣田 さち子代表 

2）戦時下医学犯罪に関わる映像番組等の上映 

    解説：近藤 昭二氏（「戦争と医の倫理」の検証を進める会世話人、NPO 

法人 731 部隊・細菌戦資料センター共同代表）  …… Ｐ４ 

3）特別講演 ７３１部隊の戦後と医の倫理 

    講演者：青木 冨貴子氏（作家・ニューヨーク在住）    …… Ｐ28 

      「７３１ 石井四郎と細菌戦部隊の闇を暴く」（2005 年新潮社刊）執筆者 

（休憩 10 分） 

4）対談 …………………司会者：香山 リカ氏（精神科医、立教大学教授） …… Ｐ39 

    対談者：青木 冨貴子氏×近藤 昭二氏 

（昼食休憩 60 分） 

■午後の部 （13：35～16：30）   …司会進行 吉中 丈志副代表 

5）シンポジウム …………………コーディネーター 土屋 貴志氏 

    発言① 土屋 貴志氏（大阪市立大学准教授）     …… Ｐ40 

    発言② 川田 龍平氏（参議院議員）      …… Ｐ63 

    発言③ 石田 勇治氏（東京大学大学院総合文化研究科教授）  …… Ｐ74 

    発言④ 平岡  諦氏（健保連大阪中央病院顧問）    …… Ｐ79 

（休憩 10 分） 

参加者含めてのディスカッション、発言者補足発言 

 6）閉会挨拶 ……………………山口 研一郎副代表 

■資料 

  資料① 「医の倫理」実行委員会の取り組み紹介     …… Ｐ80 

  資料② 「医の倫理」実行委員会設立趣意書     …… Ｐ83 

  資料③ 「医の倫理」実行委員会名簿      …… Ｐ84 

  資料④ 賛同者・後援一覧       …… Ｐ85 

  資料⑤ 新聞報道（毎日新聞 2015 年３月５日）     …… Ｐ89 
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上映ビデオの背景―戦後の報道 

近藤 昭二氏 

○１９４７年５月 戦犯免責とデータ提供の取引き成立 

○帝銀事件捜査へのGHQの圧力 関係者への箝口令 

○アメリカ軍CICによる監視 

  元７３１部隊員二木秀雄発行の時局雑誌『日本 輿論』～『政界ジープ』 

  左派ライバル佐和慶太郎発行の『真相』への弾圧 

○１９５０年１月 ほとんど無視されたハバロフスク裁判の報道 

 モスクワ外国語図書出版所『細菌戦用兵器ノ準備及ビ使用ノ廉デ起訴サレタ元日本軍軍人ノ

事件ニ関スル公判書類』はソ連のフレームアップと米 
 

○１９５２年 ７３１隊員幹部をモデルとした演劇『冬の旅』全国巡演 

○１９５６年６月 ７３１少年隊員秋山浩（筆名）の『特殊部隊七三一』はフィクション扱い 

○１９６３年１１月 九大生体解剖事件の主犯石山教授の同級生仙波嘉清『生体解剖事件』を

著す 戦時を理由の弁解 
 

○１９７６年１１月 TBS「ある傷痕―魔の７３１部隊」 『公判書類』の裏付け―部隊の存在、

人体実験の事実の裏付け 
 

○１９７９年７月 手術に立ち会った学生東野利夫医師が医療犯罪だった九大事件の真相を

『汚名「九大生体解剖事件」の真相』で明かす 
 

○１９８１年１１月 森村誠一『悪魔の飽食』ベストセラー ブームを呼ぶ 

○１９８２年４月 米「６０ミニッツ」 日米の取引をJ. W. パウエルが暴露 

○１９８３年度の文部省検定で、家永教科書の７３１部隊に関する記述が全面削除される 

 争点のひとつは『公判書類』の信用性と生体実験の有無 
 

○１９８５年８月 英「７３１部隊―天皇は知っていたか？」連合軍兵士への人体実験の疑惑

追及 
 

○１９８９年１２月 テレビ朝日「今も続く細菌戦の恐怖」 日米共同の細菌戦研究の疑惑 

○１９９１年９月 TBS「殺人実験―生体実験」 加害者の告白とマルタの遺族登場 

○１９９２年４月 NHK「７３１細菌戦部隊」 アメリカ軍押収の人体実験のデータ発見 闇取

引とハバロフスク裁判の事実関係発覚 
 

○１９９５年８月 NTV「細菌戦部隊７３１は生きている」 連合軍兵士の実験被害者の告白 

戦時下医学犯罪に関わる映像番組等の上映 
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○１９９７年８月 テレビ朝日「闇に消えた虐殺―７３１細菌戦部隊の真実」 

 中国中部で実施された細菌戦の事実を追及 

○１９９７年１１月 黒竜江省档案館で関東憲兵隊の「特移扱」の原記録が発見された 

 手書きの４００頁にのぼる記録から、「マルタ」の身上、家族関係、なぜ「特移扱」として

７３１に送られたか、少なくとも４２名の犠牲者の経緯が判明した 
 

○当時の日本政府の姿勢は 

 

 

①「日本陸軍の深い闇 陸軍731部隊の真実」（約23分） 

  ②「許されざるメス～九州大学生体解剖事件～」（約20分） 

    

 

 

近藤昭二氏 プロフィール 

1941 年生。元・テレビ朝日報道局報道センター特報部ディレクター。現・NPO 法人 731 部隊・細菌戦資

料センター共同代表。 

永山則夫事件、連合赤軍事件、よど号ハイジャック、徳島ラジオ商再審事件、イエスの方舟、グリコ・

森永事件、薬害エイズ、オウム・サリン事件、在日慰安婦訴訟、酒鬼薔薇聖斗事件、和歌山毒物カレー

事件など 1960 年代後半以降、重大事件のほとんどを現場で取材して、「ザ・スクープ」「驚き桃の木 20

世紀」などの制作に携わる。特に現代史・司法関係の作品が多い。フリーとなって以降は「ＮＨＫスペ

シャル」など各局の番組制作に参加する。 

戦争犯罪・細菌戦の研究者でもあり、東京地裁の細菌戦被害訴訟に隠蔽問題の鑑定証人として鑑定書を

提出、証言台にも立つ。 

2012 年、これまでに蒐集・保存してきた文書史料や証言記録をもとに、「NPO 法人 731 部隊・細菌戦資

料センター」を立ち上げ、歴史事実の発掘・広報、中国の被害者支援につとめている。 

中国・南京師範大学（南京）、山東大学（済南）、中国伝播大学（北京）、湖南文理学院（常徳）で講演。 

 

主な作品 

テレビ：『今も続く細菌戦の恐怖』（放送批評家懇談会ギャラクシー賞） 

    『声―吉展ちゃん事件の取調べ録音テープ―』（ギャラクシー賞） 

    『７３１細菌戦部隊』（アジア太平洋映像祭グランプリ） 

    『地獄の恋 在日慰安婦の慰安所追跡』 

映画脚本:『ロケーション』（松竹） 

   『生きてるうちが花なのよ死んだらそれまでよ党宣言』（ＡＴＧ 原発問題を扱う） 

   『ニワトリはハダシだ』（ベルリン映画祭正式招待・東京映画祭最優秀芸術貢献賞・ 2004 年度

年間代表シナリオ選出） 

著  書：『月蝕の迷路―徳島ラジオ商事件―』（文藝春秋） 

    『今明らかになる衝撃犯罪と未解決事件の謎』（二見書房） 

    『２１世紀のマスコミ・２ 放送』（共著 大月書店） 

訳 書：『死の工場―隠蔽された７３１部隊』（シェルダン・ハリス 柏書房） 

編 著：『CD-ROM版 ７３１部隊・細菌戦資料集成』（柏書房） 

近 刊：『侵華日軍細菌戦資料集』（北京大学） 
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７３１部隊の戦後と医の倫理 

青木 冨貴子氏（作家・ニューヨーク在住） 

                「７３１ 石井四郎と細菌戦部隊の闇を暴く」 

（2005年新潮社刊）執筆者 

 

お話の柱 

 

１．執筆の動機 

『７３１：石井四郎と細菌戦部隊の闇を暴く』（新潮社 2005 年・文庫 2008 年）の調査、取材に

取りかかったのが 2000 年春。このテーマを選んだのは石井四郎はじめ主要な任務についていた

軍医たちが、戦後、米軍と取引をして戦犯として誰一人、裁判にかけられなかった事実に興味

をもったからであった。一体、彼らにとって医者の倫理とは何だったのか。当時はまだ部隊員

が生存していたため、私は石井四郎が残した「終戦メモ」二冊を発見することができた。 

 

２．追跡取材 

 サンフランシスコに住むジョン・パウエルを訪ねる。情報公開法によって、米国が手にいれ

た 731 部隊の研究リポートを発掘したアメリカ人ジャーナリスト。数 10 年におよぶ彼の執拗な

研究がなかったら、731 部隊が実際にどんな実験をしたか、すべて闇に葬られてしまった。次

に、中国人犠牲者が日本政府を訴えた「細菌戦裁判」で証言した 731 部隊の元隊員の篠塚良雄

を千葉県に訪ねる。篠塚は少年隊の一員として満州・平房にあった部隊本部へ送られた。戦後、

部隊員は貝のように口をつぐみ一言も発言しなかったが、唯一、証言をしたのは少年隊の篠塚

のみであった。 

 

３．石井部隊 

 石井四郎は成田空港にちかい千葉県加茂の出身。金沢の旧制第四高等学校を経て、京都帝国

大学医学部を卒業後、陸軍軍医学校へ進み、陸軍から京都帝国大学大学院へ送られた。目的は

「細菌学、血清学、予防医学、病理のための研究」。当時、京大総長は荒木寅三郎。進取の気風

に富む京都帝国大学の柱であり、その開明的な思想は医学生のあいだに絶大な尊敬と信頼を集

めた。石井は荒木総長の娘、清子と結婚。濾水機の開発をすすめる。 

 1936 年、東郷部隊の発足。ハルピンの平房に「内地でできないことを行うため」一大施設を

つくる。中央にあった堅固な三階建ての白亜の建物が「細菌製造工場」。７号棟と 8 号棟は通称

「ロ号棟」と呼ばれ、人体実験が行われていた。1938 年に、この研究施設が完成に近づくと京

都帝大医学部から若い研究者が軍属の技師として派遣された。 

 

４．戦後、米軍との取引 

 石井部隊の足取りは「1945-8-16 終戦当時メモ」に記録されている。石井は平房の撤退を前

にして「７３１部隊の秘密はどこまでも守り通してもらいたい」と大声で言い放った。軍医は

特別講演
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爆撃機で東京へ戻り、資材やデータ、濾水機も国内へ持ち込んだ。マッカーサー上陸後、米細

菌戦基地からマレー・サンダース医師が送られ内藤良一（のちに「ミドリ十字」を設立）が迎

える。翌年にはキャンプ・デトリックからアーヴォ・トンプソン獣医中佐が来日。それまで行

方をくらましていた石井に尋問するが、人体実験を含む細菌戦兵器の開発などの情報は引き出

せなかった。 

 

５．戦後、ソ連の追求 

 米軍の追求をうまく逃れたと思っていた石井の前に、1947 年１月、ソ連が石井を含む 3 名の

医師の身柄引き渡しを要求してきた。ソ連は 731 部隊が人体実験で多くの人間を殺害していた

という、それまで米国が掴めなかった事実を探り出し３人の尋問を要求。その情報はソ連に抑

留された石井部隊の軍医からもたらされた。「医師の良心としてすべてをお話します」と語った

のは柄沢十三夫。軍医のなかでたったひとりだけ、良心の呵責に訴える医師がいた。 

 

６．軍医たちのその後 

 戦後、元軍医は公職追放によって大学や病院へ就職できなかったため、内藤良一や増田知貞

（石井の右腕）のように開業したものもあった。技師として平房へ送られた医師たちは戦後、

日本医学会で要職につくものが多かった。湊正男は京都大学、凍傷の吉村寿人は京大府立医大

など。ほかに、国立予防衛生研究所、製薬会社にも名前を連ねている。1950 年、「日本ブラッ

ドバンク」が誕生。元 731 部隊の内藤良一、二木秀夫、さらに、日本特殊工業の宮本光一の３

名が役員になり、「ミドリ十字」誕生後には北野政次（731 部隊の二代目部隊長）や元軍医や元

職員が職をえた。 

 

７．現在の生物戦 

 2001 年の炭疽菌事件は未解決。2008 年にメリーランド州フォート・デトリックの炭疽菌専門

家ブルース・アイバンス博士の単独犯行と断定されたが、博士は直後に薬物で自殺を計った。

一方、2003 年のイラク開戦の大義になった大量破壊兵器が発見できなかった事実については、

米国政府も米メディアもきちんとした検証なしに今日の中東の大混乱を招いている。現在のエ

ボラ出血熱と生物戦の可能性。 

 

 

青木冨貴子氏 プロフィール 

ニューヨークで活動する日本人ジャーナリスト、作家。主著：『ライカでグッドバイ―カメラマン沢

田教一が撃たれた日』（1981 年、文藝春秋刊・1885 年、文春文庫）、『アメリアを探せ―甦る女流飛行家

伝説』（1983 年、文藝春秋刊・1995 年、増補改訂版、文春文庫）、『デンバーの青い闇』（1993 年、新潮

社）や『「風とともに去りぬ」のアメリカ』（1996 年、岩波新書）『目撃 アメリカ崩壊』（2001 年文春

新書）。テロや米国の諜報機関などについても調査を進め、同時に、米国の日本占領時代についてのプ

ロジェクトに着手し、旧日本軍の細菌戦部隊「７３１部隊」が、戦後、いかに米軍と裏取引をして、研

究資料を米国に渡したかを追求した『７３１－石井四郎と細菌戦部隊の闇を暴く』（2005 年、新潮社

刊・2008 年、新潮文庫）、『昭和天皇とワシントンを結んだ男―「パケナム日記」が語る日本占領』

（2011年、新潮社刊）を発表。1987年、アメリカ人作家のピート・ハミルと結婚。 



30 歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 

 

                        ジョン・パウエル   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        篠塚良雄                   陸軍運医学校防疫研究室   
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 石井四郎直筆の「終戦当時メモ」  
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 終戦メモ  
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Ｔｈｅ Ｒｅｐｏｒｔ ｏｆ Ａ 



歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 35
 

  



36 歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 

 

 



歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 37
 

 

 石井部隊長囲んで思い出の一とき 昭和30年８月  
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 731部隊 野口と吉村 
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対談者：青木 冨貴子氏×近藤 昭二氏 

司 会：香山 リカ氏 

 
 
お話の柱 
 

① 映像についての感想（青木氏） 

 
② 講演についての感想（近藤氏） 

 
③ こういった映像を作ったきっかけ、思い、途中のご苦労や完成後（放映後）の反響につ

いて（近藤氏） 

 
④著作の取材をはじめた経緯、取材の過程でのご苦労などについて（青木氏） 

 
⑤なぜ日本では「戦争と医の倫理」の検証が進まないのか（青木氏・近藤氏） 

 
⑥いまの社会をどうご覧になっているか、いまだからこそ「戦争と医の倫理」を検証する意

義について（青木氏・近藤氏） 

 

 

香山リカ氏 プロフィール 

精神科医・立教大学現代心理学部教授 

1960年北海道生まれ。東京医科大学卒業。豊富な臨床経験を活かして、現代人の心の問題を中心にさ

まざまなメディアで発言を続けている。専門は精神病理学。 

ＮＨＫラジオ第一「香山リカのココロの美容液」(金曜・夜9：30より)でパーソナリティをつとめる。 

近著に「怒り始めた娘たち」(新潮社)、「リベラルじゃダメですか？」(祥伝社)、「劣化する日本人」

(ベストセラーズ)など、著書多数。 

  

対   談



40 歴史を踏まえた⽇本の医の倫理の課題 

 

 

      

15 年戦争期における⽇本の医学犯罪を検証することは 

医療倫理にとってどんな意義をもつのか 

土屋 貴志氏（大阪市立大学准教授） 

        

（発言趣旨） 

日本では 21 世紀に入る頃から遺伝子解析研究や再生医療を柱とするバイオ医学が国策として

掲げられ、その推進のためにさまざまな倫理指針が策定されて、「研究倫理」はにわかに人口に

膾炙するようになった。さらに最近では、降圧剤ディオバンなどの医薬品開発における不正や

STAP 細胞事件により、あたかも「研究倫理」とは研究不正を防止することにほかならないかの

ような狭い理解も生まれている。しかしながら世界的にみれば医学研究倫理は、被験者の人権

を侵害した医学研究スキャンダルへの反省と政策的対応によって形成されたものであり、その

主目的は「被験者保護」にある。とりわけその形成に影響を与えたのが、ナチス･ドイツによる

医学犯罪と、米国国内における幾多の人権侵害事例であった。 

 15 年戦争期に日本が 731 部隊などにおいて行った被験者の虐殺はナチスを上回るほどの規模

に及ぶが、戦後その事実は隠蔽され、実行者の医学者たちは裁かれることなく医学界の重要な

地位に就いた。そして、再三の働きかけにもかかわらず今回の医学会総会でも取り上げられな

かったように、日本の医学界にとって 15 年戦争期に犯した医学犯罪は未だにタブーとなってい

る。しかし、研究の実験台として数千・数万ともいわれる人々を虐殺した事実を認め、犠牲者

に謝罪し、遺族に償いをしないかぎり、日本の国と医学界の「不正義」は決して消えない。そ

して日本の国と医学界は医学研究倫理を語る資格などない恥ずべき存在であり続ける。被験者

を虐殺した過去を放置し覆い隠したまま「被験者保護」を謳うなど茶番でしかないからだ。こ

れでは、日本の医学者は「研究倫理」の真の意義をいつまでたっても理解できず、研究倫理は

単なる「学問の自由を縛る足かせ」か「研究助成を得たり海外の学術雑誌に投稿したりするた

めの七面倒くさい手続き」か「バイオ医学という国策を推進するための方便」にすぎないもの

としか思われない。研究と診療の区別も自覚できず、「医師は私に最善の治療をしてくれている」

と信じる患者を実験台にし続けるだろう。 

 15 年戦争期の日本の医学犯罪を検証することは、被害国におもねる自虐ではありえない。そ

れは、われわれ日本人が虐殺した犠牲者に「決して再びそのような虐殺を行わず、起こさない」

と誓うために行われる。それは、日本の国と医学界が本当の意味で「正しさ」を回復し、研究

倫理の真の意義を理解するために、避けては通れない道なのだ。 

 

 

 

シンポジウム 発⾔①
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川田 龍平氏（参議院議員） 

 

川田龍平氏 プロフィール 

1976年生まれ。 

血友病治療のために投薬された輸入血液製剤によりHIV感染。 

1993年薬害エイズ訴訟原告団に加わる。 

1995年未成年者初の日本人HIV感染者として実名公表。 

1996年実質原告勝訴で国と和解。 

2003年東京経済大学卒業。 

2007年参議院選挙東京選挙区より無所属で立候補し初当選。 

2013 年全国比例区で 2 期目再選。厚労委員、財金委員等を歴任。現在は維新の党院内総務会長、党参

院政務調査会長代理、岩手医科大学非常勤講師。 

 

 

 

  

シンポジウム 発⾔②
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ドイツの「過去の克服」から何を学ぶか 

石田 勇治氏（東京大学大学院総合文化研究科教授） 

 

はじめに 

・日独比較の不可避性 

・政治的指導者の謝罪演説・声明（「赦しを請いたい」） 

ヘルツォーク大統領（94）ワルシャワ蜂起、ラウ大統領（99）戦時下の強制労働            

ヴィツォレク＝ツォイル経済協力開発大臣（04）先住民虐殺 

・想起（記憶）の文化 

ホロコースト記念碑、躓きの石、灰色のバス 

 

１―史的プロセスとしての「過去の克服」 

・東ドイツと西ドイツ  

・何より駄目なドイツ？ 

  アデナウアーの二重戦略：反ナチ的民主国家の規範と旧ナチ派の社会統合 

   ナチ体制との人的連続性、反ユダヤ主義の残存、アイヒマン裁判 

最初の転換期としての「長い60年代」（68年運動、ブラントの登場、新東方外交） 

二度目の転換を促すドイツ統一 

・戦後民主主義の発展 

人権意識の成熟、世論と指導者、国際的共同事業、世代交代と世代意識、市民運動の役割 

 

２―司法訴追 

・ニュルンベルク国際軍事裁判を受け容れることも､拒否することもしない。 

「人道に対する罪」ではなく、ドイツ刑法に基づく裁判 

・アウシュヴィツ裁判(1963-65) 

・時効論争(1960,65,69,79) 謀殺罪のみ 

・裁判の意義と限界 

 

３―被害補償 

・西側占領軍の主導 

・賠償問題の先送り 

ユダヤ人の補償優先、ルクセンブルク協定、連邦補償法（ナチ不法の定義）の制定 

・補償対象の拡大 

 80年代初頭の転換、ナチ医学犯罪の再発見、ヴァイツゼッカー大統領の演説(85) 

「忘れられた被害者」―「ジプシー」､同性愛者、強制断種・「安楽死政策」被害者など 

 戦後も続く差別偏見との闘い、緑の党の問題意識 

・強制労働補償基金「記憶、責任そして未来」の設置(2000) 

背景にドイツ商品不買運動、集団訴訟、政権交代 

シンポジウム 発⾔③
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旧東欧･ソ連圏の犠牲者166万人へ補償支払い、完了。政府+民間：総額6600億円 

 

４―歴史認識・歴史教育・メディア 

・歴史学の変容 フィッシャー論争、ナチ裁判への協力、国史から批判的歴史学へ  

・国際教科書対話 

ポーランド、フランス、イスラエル 

独仏共通教科書の刊行 

・メディア革命 

  テレビ映画「ホロコースト」の衝撃、タブーを突破、高い視聴率 

 

おわりに―何を学ぶか？ 

 

参考文献― 

石田勇治『過去の克服―ヒトラー後のドイツ』（白水社、復刻版） 

同『20世紀ドイツ史』（白水社）、 

同『図説ドイツの歴史』（河出書房新社） 

同「ジェノサイドと戦争」『岩波講座アジア・太平洋戦争』第8巻（岩波書店 2006） 

井関正久『ドイツを変えた68年運動』（白水社） 

武井彩佳『戦後ドイツのユダヤ人』（白水社） 

川喜田敦子『ドイツの歴史教育』（白水社） 

フライ・佐藤『過ぎ去らぬ過去との取り組み』（岩波書店） 

  フェレンツ『奴隷以下』（凱風社） 

  シュリンク『過去の責任と現在の法』（岩波書店） 

 

 

資料―指導者のメッセージ 

① アデナウアー首相 

ルクセンブルク協定の締結に先立つ五一年九月の連邦議会演説で、「ドイツ民族の名におい

て恐るべき犯罪がなされた」ことを認め、ユダヤ人が被った個人的な損害だけでなく、所

有者がもはや存命しないユダヤ人財産にたいしても「道義的、物質的補償を行う用意があ

る」と述べた。そして「ユダヤ人代表と、数多くのユダヤ難民を受け入れたイスラエルの

代表とともに、終わりなき苦しみを少しでも取り除けるよう補償問題の物質的解決をはか

りたい」と表明。この演説で基本法第一条「人間の尊厳は不可侵である。これを尊重しか

つ保護することは、あらゆる国家権力の義務である」を引き合いに出して、政府はいかな

る形態の人種差別も許さず、全国民が人間的・宗教的寛容の精神を身につけるよう努力す

ること、そして反ユダヤ主義的な扇動を続ける者には厳しい刑罰を与える」と述べた。 

② ブラント首相 

七○年五月八日、終戦二十五周年記念式典で「今から二十五年前のあのときに多くのドイ

ツ人が個人的あるいは国民的な苦しみとして感じたことは、他の民族にとってみれば外国

への隷従、テロ、不安からの解放でした」とのべて、自国の加害責任を明確にした。そし

て、「民族には自らの歴史を冷静に見つめる用意がなければなりません。なぜなら、過去に

何があったかを思い起こせない人は、今日何が起きているかを認識できないし、明日何が
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起きるかを見通すこともできないからです。冷静に歴史と向き合うことは、とくに若い世

代にとって大切です。若い世代は、当時終わったことに関与していません。（中略）しかし

（前世代から）引き継いだ歴史からわれわれは誰ひとりとして自由ではないのです。」 

この年の一二月、ブラントは東方外交の一環としてポーランドとの関係正常化を約すワ

ルシャワ条約調印式典に臨んだ。その日、ワルシャワ無名兵士の墓地を訪問したブラント

は、その足でワルシャワ・ゲットー跡地を訪ね、ユダヤ人犠牲者追悼碑の前で跪く。この

行動は、過去を反省する西ドイツの姿として、随行した報道陣によって全世界に配信され

た。 

③ ヴァイツゼッカー大統領 

一九八五年五月八日、終戦四十周年式典記念演説で、「五月八日がドイツ人にとって新たな

苦しみの始まり」であったとしつつも、その苦しみは「ナチ政権の成立に由来する」と明

言し、ドイツ人の多くがナチズムに呪縛されていたことを認め、敗戦によってようやくそ

の呪縛から解放されたと述べた。「罪があろうとなかろうと、われわれ全員が過去の責任を

負わなければなりません」「過去に目を閉ざす者は結局ところ現在にも盲目となるのです」。

ヴァイツゼッカーにとって戦後世代に罪がないことは明らかだが、責任は継承される。ヴ

ァイツゼッカーは過去を想起することの大切さをユダヤ教の教えを引いて説き、過去の真

実を伝え理解するために「世代を越えた連帯」が必要であると訴えた。 

④ ヘルツォーク大統領 

一九九四年七月、ポーランド政府主催のワルシャワ蜂起五○周年記念式典に出席し、ドイ

ツがポーランドを侵略した事実を認め、「ドイツがポーランドに与えたすべての苦しみにた

いし赦しを請います」と述べた。 

⑤ ラウ大統領 

一九九九年十二月、強制労働被害者団体との補償交渉の始まりにさいして、「遅すぎた 補

償」を詫び、「私はドイツの支配下で奴隷労働、強制労働を行わなければならなかったすべ

ての人びとに思いを馳せ、ドイツ国民の名において赦しを請います。私たちは彼らの苦し

みを忘れません」との声明を発表した。 

 

①～⑤：石田勇治『過去の克服 ヒトラー後のドイツ』（白水社）より 

 

 

石田勇治氏 プロフィール 

東京大学大学院総合文化研究科教授。 

1957年京都市生まれ。 

ドイツ近現代史専攻。 

主な著書に『過去の克服―ヒトラー後のドイツ』（白水社）、『20 世紀ドイツ史』（白水社）、共編著に

『図説ドイツの歴史』（河出書房新社）、『ジェノサイドと現代世界』（勉誠出版）、史料集に『ドイツ外

交官の見た南京事件』（大月書店）などがある。 
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「患者の⼈権尊重」から「患者の⼈権擁護」へ；⼈権意識の変⾰を 

平岡 諦氏（健保連大阪中央病院顧問） 

 

要旨 

「歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題」、その源は日本医学会が自ら犯した戦時下医学犯罪

を今日まで検証・反省せずにきたことにある。戦後、日本医師会の中に置かれた日本医学会は、

日本医師会に働きかけてその医の倫理（すなわち日本の医の倫理）を「患者の人権尊重」に留

めさせた。世界医師会の「患者の人権擁護」を謳う医の倫理を受け入れれば、自らの医学犯罪

を隠し通せないと考えたからであろう。「患者の人権尊重」の医の倫理の下、「（患者の人権を）

尊重するだけで、時に第三者の意向を優先させる」という構造の、患者の人権問題が起きた。

例えばハンセン病患者の不要な長期隔離、和田心臓移植事件、薬害エイズなどである。しかし

「患者の人権擁護」を宣言していない日本医師会はこれらの患者の人権問題に対応できずに来

た。その結果が現在の医療不信である。 

私たち自身の人権意識の変革と共に、日本医学会には戦時下医学犯罪の検証・反省を迫り、

日本医師会には「患者の人権擁護」を謳った医の倫理への変更を迫る、この二つが車の両輪と

なって初めて、諸々の医療問題の解決、医療不信の払拭につながるだろう。 

講演では、「患者の人権擁護」を謳っている世界医師会の医の倫理の形成過程、その日本への

導入を阻止しようとする日本医師会の態度についても述べる予定である。医の倫理が医療のあ

り方を規定するように、憲法が国のあり方を規定する。時間があれば、日本国憲法における国

民の人権の取り扱いについても述べたい。 

 

【参考文献】拙著『医師が「患者の人権を尊重する」のは時代遅れで世界の非常識－日本の

医の倫理の欠点、その歴史的背景』（ロハス・メディカル） 

 

 

平岡 諦氏 プロフィール 

健保連 大阪中央病院 顧問。 

1945（昭和20）年2月 19日生。 

1969年大阪大学医学部卒。 

市立芦屋病院勤務、シカゴ大学留学、府立大阪成人病センター（血液内科）を経て2009年より現職。 

卒業前後に水俣病公害認定・訴訟、和田心臓移植事件、インターン制度・医局講座制廃止運動などを経

験。 

1998年より患者の自立支援のため、医師から勧めるセカンド・オピニオン運動開始。 

著作：「セカンド・オピニオン」（グループマン著、近藤誠との共訳）、「対診とセカンドオピニオン」

（日本医師会発行「医の倫理―ミニ辞典」）、「医師が『患者の人権を尊重する』のは時代遅れで世界の

非常識」（ロハスメディカル）など。 

シンポジウム 発⾔④
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医の倫理―過去・現在・未来―企画実⾏委員会 

〜⽇本医学会総会 2015 関⻄にむけて〜 

（略称：「医の倫理」実⾏委員会） 

 

■今日までの取り組み 

 ●「戦争と医の倫理」の検証を進める会と有志による取り組み 

  2013年 12月 26日 「第 29回日本医学会総会2015関西」主催者に下記を要請 

   ① ドイツ精神医学精神療法学会（DGPPN）フランク・シュナイダー会長を医学会総会に

講演者として招聘すること 

   ② シュナイダー会長の提案するDGPPN作成のパネルを展示すること 

 

 ●「医の倫理」実行委員会の設立と企画推進 

  2014年１月12日  実行委員会設立 

  2014年２月23日  第２回実行委員会 

  2014年５月11日  第３回実行委員会 

  2014年８月10日  第４回実行委員会 

  2014年９月28日  第５回実行委員会 

  2014年 10月 26日  第６回実行委員会 

  2014年 11月 23日  第７回実行委員会 

  2015年３月10日  第８回実行委員会 

 

 ●プレ企画 

 ★京都プレ企画（2014年） 

多彩な人たちが集い、多様な切り口から医の倫理と医学の将来を語る連続企画を行ってきた。 

  ◇５月３～６日 ハルビン視察旅行（主催：全国保険医団体連合会）（報告書在中） 

  ◇８月31日（日） 

 医の倫理ゼミ（第１回）・過去 戦争と医学（当日資料在中） 

講義①：「15年戦争期における日本の医学犯罪」土屋 貴志氏（大阪市大准教授） 

      講義②：「旧日本軍遺棄毒ガス（化学兵器）チチハル被害者日中合同検診報告」 

磯野 理氏（京都民医連第２中央病院院長・京都民医連） 

      会場：京都府保険医協会 会議室 

      動画：http://www.healthnet.jp/movie/ethics/ 

 ◇９月28日（日） 

 医の倫理ゼミ（第２回）・現在 社会と医学（当日資料在中） 

      講義①：「終末期医療をとりまく状況と死の自己決定」 

川口 有美子氏（ノンフィクション作家、第41回（2010年） 大宅壮一ノ

ンフィクション賞受賞「逝かない身体」著者） 

資料① 「医の倫理」実⾏委員会の取り組み紹介 
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      講義②：「現代版ＡＢＣＣ（原爆傷害調査委員会）になりかねない東北メディカ

ル・メガバンク機構」 

山口 研一郎氏（現代医療を考える会代表） 

      会場：京都府保険医協会 会議室 

      動画：http://www.healthnet.jp/movie/ethics2/ 

◇10月 26日（日） 

スペシャル鼎談  

「これからの日本の医学－過去・現在・未来－を語る」 

会場：池坊学園「こころホール」（京都市・四条烏丸） 

ゲスト：法政大学総長 田中 優子氏 

動画：http://www.healthnet.jp/movie/ethics3/ 

◇11月 23日（日） 

医の倫理ゼミ（第３回）・未来 経済と医学（資料在中） 

講義：「iＰＳと医の倫理」 

八代 嘉美氏（京都大学 iＰＳ細胞研究所上廣倫理研究部門 特定准教授） 

 会場：京都府保険医協会 会議室 

      動画：http://www.healthnet.jp/movie/ethics4/ 

  

 ★大阪プレ企画（2014年） 

 ◇10月 25日（土）  

 「731部隊の蛮行」パネル展示 

大阪医科歯科９条の会と女性医師・歯科医師の会共同企画講演会（講師・大阪府弁

護士会会長 石田法子氏）会場にてパネル展示 

      会場：大阪協会Ｍ＆Ｄホール 

   

  ★兵庫プレ企画（2014年、2015年） 

◇８月23日（土） 

「保団連2014ハルビン視察ツアー」―731部隊の真実と日本の戦争責任 

      講師：加藤 擁一氏（兵庫県保険医協会副理事長） 

      会場：兵庫県保険医協会会議室 

      動画：http://iwj.co.jp/wj/open/archives/163409 

◇2015年２月14日（土） 

「ハルビン、ヒロシマ・ナガサキ、そして福島―医師・医学者の戦争責任・戦後責任

を検証する―」  

   講師：郷地 秀夫氏（兵庫県保険医協会副理事長、東神戸診療所所長） 

会場：兵庫県保険医協会会議室 

動画：http://www.ustream.tv/recorded/58889175 

 

  ★奈良プレ企画 

◇７月24日（木）～７月27日（日） 

戦争展での「戦争と医の倫理 日本の医学者・医師の「15 年戦争」への加担と責任」

パネル展示 
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  ★和歌山プレ企画 

◇８月２日（土）～８月３日（日） 

戦争展での「戦争と医の倫理 日本の医学者・医師の「15年戦争」への加担と責任」

パネル展示 

 

  ★滋賀プレ企画 

◇12月 21日（日） 

大津駅近くの古民家改造した会場にて一般市民対象のイベント（落語会等）を企画。

その中で「戦争と医の倫理 日本の医学者・医師の「15年戦争」への加担と責任」パ

ネル展示を開催 

＊藤居実行委員（滋賀県保険医協会理事）の歯科診療所でも同パネルの展示が続けら

れている。 

 

●パネル展示企画 

医学・医療の発展には、人間の尊厳や人権を基本とすることが何より大切です。 

日本の医学者・医師が 15 年戦争中に行った「人体実験」などの非人道的な行為を史実に沿っ

て展示しました。（「戦争と医の倫理 日本の医学者・医師の「15 年戦争」への加担と責任」

として冊子化されています。） 

 

★立命館大学国際平和ミュージアム会場 

①全体展示 2015年３月13日（金）～15日（日）10：00～16：00  

１階中野記念ホール 

②ミニ企画展示 2015年４月２日（木）～14日（火）9：30～16：30  

２階ミニ企画展示室 

★知恩院和順会館会場 

①全体展示 2015年４月12日（日）9：30～16：30 １階ギャラリー 
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医の倫理―過去・現在・未来―企画実⾏委員会 
〜⽇本医学会総会 2015 関⻄にむけて〜 

設⽴趣意書 
 
「第29回日本医学会総会 2015 関西」が京都を中心に開かれます。 

「医学と医療の革新を目指して―健康社会を共に生きるきずなの構築―」をテーマに掲げ、井

村会頭は「医療、健康の問題は、医療関係者だけでなく、国民全体、社会全体で考えて行く」

ことが大切だとして、医療関係者のためだけではなく、国民に開かれた医学会になるべきとの

思いを述べられています。 

 2012 年ノーベル生理学・医学賞を受賞された京都大学の山中伸弥教授も、「iPS 細胞の研究は

驚くべきスピードで進んでいるが、良いことばかりではなく新しい問題も発生している。新し

い科学技術には倫理問題も伴う。何をどこまで受け入れるのか、答えを出すのは社会です」と

指摘されています。 

 人間の細胞から精子や卵子が作られ、豚の体内で人間の臓器を作ることも可能になる一方で、

胚や胎児の段階から出生の取捨選択が可能になるなど、生命そのものを操作、選択できる時代

となった今、医学・医療に求められている倫理的課題は格段に重さを増しています。「医の倫理」

が、広く社会全体で理解され共有され議論されなければならない時を迎えているのです。 

 しかしその一方、残念ながら日本の医学界・医療界において「医の倫理」について然るべき

十分な議論が行われた実績はありません。特に、忘れてならないのは、「731 部隊」に代表され

る戦前の日本の医学者・医師が行った、非人道的な行為に対する考察と反省ですが、日本医師

会も問題意識は持ちつつも議論を深めるまでには至っておらず、取り組みはこれからと言わざ

るをえません。 

全ての生命を尊重するはずの医学・医療が陥った当時の過ちについては、医の倫理に関わる

原点の問題として捉え、事実を検証し、深く学び合うことから始めねばなりません。避けるこ

となく過去に向き合い、先人が犯した間違いを再び繰り返さぬよう、次の世代に正しく真実を

伝えていくことが大切です。 

 来年は戦後 70 年目の年となりますが、繰り返される薬害や臨床データの改ざんなど、日本の

医学界・医療界全体のあり方に対しては、依然として厳しい批判の目が向けられています。 

 人種、性別、年齢、思想信条、貧富などによる差別をしない、人権が守られる医療を確立す

るためには、まず私たちが過去の過ちを今日の問題として認識を深め、社会に対する責任を改

めて問い直し、その教訓を未来への贈り物としなければなりません。 

 日本の医学界・医療界としてこの問題に前向きに取り組んで行くために、できることを考え

行動しようとの趣旨で、有志による実行委員会を設立しました。これから「日本医学会総会

2015 関西」にむけて、市民、医学者・医師が幅広く集える機会を作りたいと思います。趣旨に

ご賛同いただける皆様のご協力とご参加を、心より期待いたします。 

 2014年１月12日 

「医の倫理―過去・現在・未来―企画実行委員会 

～日本医学会総会2015関西にむけて～」 

代表 垣田さち子 

資料② 「医の倫理」実⾏委員会設⽴趣意書 
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 資料③ 「医の倫理」実⾏委員会名簿 

代 表 垣田　さち子 京都府保険医協会理事長

西山　勝夫 「戦争と医の倫理の検証を進める会」代表世話人

吉中　丈志 全日本民主医療機関連合会副会長

住江　憲勇 全国保険医団体連合会会長

飯田　哲夫 全国保険医団体連合会副会長

山口　研一郎 現代医療を考える会代表

事 務 局長 渡邉　賢治 京都府保険医協会副理事長

磯野　理 京都民医連第二中央病院院長

向井　明彦 大阪民主医療機関連合会会長

高本　英司 大阪府保険医協会理事長

武田　勝文 大阪府保険医協会副理事長

小山　高澄 大阪府保険医協会理事

藤居　明範 滋賀県保険医協会理事

秋山　和雄 京都府歯科保険医協会副理事長

小澤　力 大阪府歯科保険医協会理事長

池内　春樹 兵庫県保険医協会理事長

宮際　幹 奈良県保険医協会副理事長

龍神　弘幸 和歌山県保険医協会理事長

土屋　貴志 大阪市立大学准教授

平岡　諦 健保連大阪中央病院顧問

若田　泰 近畿高等看護専門学校校長

義本　ナナ 京都民医連中央病院リハビリテーション療法課・作業療法士

浜野　研三 関西学院大学教授

望田　幸男 同志社大学名誉教授

小島　荘明 東京大学名誉教授

莇　昭三 15年戦争と日本の医学医療研究会名誉幹事長

刈田　啓史郎 15年戦争と日本の医学医療研究会幹事長

川嶋　みどり 日本赤十字看護大学名誉教授

末永　恵子 福島県立医科大学講師

池田　信明 前大阪府民主医療機関連合会会長

小笠原　伸児 京都法律事務所弁護士

宗川  吉汪 京都工芸繊維大学名誉教授

中島　晃 全国公害弁護団連絡会議代表・弁護士　

山根　和代 立命館大学国際関係学部准教授

木下　利彦 関西医科大学精神神経科教授　関西医科大学医師会会長

森岡　正博 大阪府立大学教授

井口　和起 京都府立大学名誉教授

藤末　衛 全日本民主医療機関連合会会長

西沢　いづみ 現代医療を考える会

色平　哲郎 佐久総合病院・医師

原　文夫 戦争と医の倫理問題研究者

実行委員

副 代 表
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資料④ 賛同者・後援⼀覧（2015 年４⽉ 6 ⽇現在） 
氏名 肩書

1 高尾　嘉興 福知山医師会会長
2 荒木　義正 舞鶴医師会会長
3 土井　邦紘 宇治久世医師会会長
4 山下　琢 下京西部医師会会長
5 一色　哲志 中京西部医師会会長
6 木下　欣也 東牟婁郡医師会　前会長（2014.4月交代）
7 藤田　位 西脇市多可郡医師会会長
8 増田　博 羽曳野市医師会会長
9 吉江　貫 桜井地区医師会会長
10 宮城　泰年 聖護院門跡門主
11 石田　良正 日蓮宗大輪院住職
12 松原　洋子 立命館大学大学院先端総合学術研究科教授
13 荻野　美穂 元・同志社大学教授
14 大谷　いづみ 立命館大学産業社会学部教授
15 安斎　育郎 安斎科学・平和事務所所長、立命館大学名誉教授
16 山本　啓一 山本医学鑑定研究所
17 早川　一光 幸・総合人間研究所所長、元京都堀川病院院長
18 中島　康之 大阪弁護士会　弁護士
19 立岩　真也 立命館大学大学院先端総合学術研究科教授
20 鷺坂　英輝 福岡県保険医協会会長
21 中川　武夫 中京大学教授
22 宇佐美　宏 全国保険医団体連合会副会長
23 板井　八重子 医師
24 荻野　高敏 医師
25 髙谷　清
26 細川　汀
27 西原　豊
28 畑　明郎 元大阪市立大学大学院教授
29 中村　征夫 岐阜大学名誉教授
30 花井　透 まくはり診療所医師、千葉県保険医協会前会長
31 児玉　健次 北海道革新懇代表世話人、元衆議院議員
32 松下　敏夫 鹿児島大学名誉教授
33 樋端　規邦 医師
34 鰺坂　真 関西大学名誉教授
35 岡田　朝志 千葉民医連会長、千葉健生病院長
36 福田　紀彦 米の山病院医師
37 佐藤　修二 札幌ワーカーズクリニック院長
38 松井　英介 岐阜環境医学研究所所長
39 東　昌子 滋賀県民主医療機関連合会副会長
40 鈴木　篤 健愛クリニック所長
41 室井　正
42 上野　陽里 京都大学名誉教授
43 橋本　忠雄 医療法人橋本クリニック理事長
44 岩崎　信彦 神戸大学名誉教授
45 櫻井　健 通訳案内士
46 齋藤　紀彦
47 奈須　重雄 NPO法人731部隊・細菌戦資料センター
48 藤原　精吾 弁護士
49 上林　茂暢 柳原ホームケア診療所、龍谷大学名誉教授
50 田中　清貴 みさき病院院長
51 田中　智子 佛教大学
52 木村　敏之 反核京都医師の会
53 田中　眞希 東京保険医協会理事
54 神田　千秋 京都民医連中央病院総合内科科長
55 任　書楷 任医院院長
56 川合　一良 医療法人健康会理事
57 渡辺　圭司
58 土井　敏彦 内科医
59 荒井　康裕
60 臼田　篤伸 バイオハザード予防市民センター代表幹事
61 岩田　亮二 現代医療を考える会
62 小西　弘泰 富田町病院院長
63 平野　敏夫
64 二木　洋子 高槻市議会議員
65 舟木　淳 名古屋放送芸能家協議会理事長
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66 金谷　邦夫 うえに生協診療所長
67 高瀬　毅 ノンフィクション作家
68 山本　博樹
69 山本　光子
70 今井　博之 いまい小児科クリニック所長
71 山田　昇
72 竹中　正典
73 喜多　徹 石川県保険医協会
74 矢崎　正一 北医療生協北病院医師
75 村上　陽三 九州大学名誉教授
76 井沢　宏夫 内科医師
77 永瀬　勉 愛媛県保険医協会副会長
78 相磯　富士雄 医師
79 木﨑　利夫 平和友の会
80 岡田　靖雄 精神科医
81 八木　晃介 花園大学社会福祉学部教授
82 色部　祐 社会保険労務士
83 井上　博之 歯科医師
84 池本　恒彦 兵庫県保険医協会理事
85 大山　正夫 患者の権利オンブズマン東京・オンブズマン
86 島津　恒敏 小児科医、島津医院院長
87 申　偉秀 東京保険医協会理事
88 津田　光夫 医師
89 早川　純午 愛知県民主医療機関連合会会長
90 丸本　百合子
91 三谷　晃 医師
92 小野寺　健一 医師
93 長崎県保険医協会
94 下　正宗 東京勤労者医療会東葛病院院長
95 岩本　智之 日本科学者会議大阪支部代表幹事
96 黒須　三惠 東京医科大学教授
97 的場　秀美 和歌山県保険医協会副理事長
98 田中　雄二 田中クリニック理事長
99 竹山　惣一 東京保険医協会監事
100 里見　佳子 大学教員
101 小野寺　けい子
102 冨塚　高利 公益社団法人東京都玉川歯科医師会会長
103 岡﨑　祐司 佛教大学教授
104 南　典男 731部隊被害者遺族を支える会代表
105 土地　邦彦 山梨県保険医協会会長
106 竹内　真弓 精神科医師
107 群馬県保険医協会
108 福下　公子 烏山眼科医院院長
109 児嶋　徹 PANW顧問、東京・府中診療所所長
110 千葉県民主医療機関連合会
111 峯廻　攻守 札幌西円山病院名誉院長
112 田中　久善 川崎協同病院院長
113 松浦　進
114 椿　祐之 公益財団法人健和会医師部事務局長
115 村林　彰 元目黒区医師会長
116 有松　秀也 公益社団法人福岡医療団勤務
117 小松　孝充 此花診療所医師
118 馬渡　耕史 鹿児島医療生協理事長
119 大島　民旗 西淀病院院長
120 川崎美榮子
121 守月　るみ子 千葉健生会病院副院長
122 肥田　泰 全日本民医連前会長
123 赤羽根　巖
124 原国　政裕 沖縄民医連とよみ生協病院医師
125 沖縄県保険医協会
126 岡本　茂樹 小児科医師
127 林　光一 京都府歯科保険医協会理事長
128 大川　義弘 城北クリニック院長
129 公益社団法人日本麻酔科学会
130 西田　直巳 石川県保険医協会会長
131 近藤　知己 北医療生協北病院院長
132 宮城県保険医協会
133 今田　隆一 （公財）宮城厚生協会理事長
134 加藤　擁一 兵庫県保険医協会副理事長
135 崎山　博司 親仁会米の山病院副院長
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136 小熊　信 公益財団法人宮城厚生協会副理事長
137 川西　徹郎 石川勤労者医療協会上荒尾クリニック内科医
138 大平　政樹 石川県保険医協会副会長
139 本田　宏
140 田代　博 田代医院院長
141 塚本　慶子 つかもと眼科医院
142 遠山　照彦 精神科医
143 木村　孝文 熊本県保険医協会会長
144 飛田　公博 飛田内科外科クリニック院長
145 市川　澄夫 医師
146 田渕　大樹 後期研修医
147 雪田　慎二
148 大野　啓文 西淀病院名誉院長
149 増田　剛 埼玉協同病院院長
150 林　芳久 南信勤労者医療協会理事長
151 森谷　光夫 みなと医療生協理事長
152 小嶋　良宏 公益社団法人安房医師会会長
153 利光　恵子 グループ生殖医療と差別
154 寺岡　敦子 新薬学研究者技術者集団事務局
155 江田　清一郎 松本協立病院呼吸器科医長
156 忍　哲也 埼玉協同病院医師
157 藤戸　好典 佐賀県保険医協会会長
158 山上　紘志 大阪府歯科保険医協会副会長
159 安藤　元博 大阪府保険医協会副理事長
160 鹿児島県保険医協会
161 草彅　芳明 秋田民医連会長
162 上嶋　准嗣
163 宮城　恭子
164 松井　岩美 医師
165 小林　充 公益社団法人親和会理事長
166 大脇　為常 戸畑けんわ病院医師
167 木下　裕子 医師
168 水戸部　秀利 若林クリニック所長
169 平井　長年 脳神経外科医師
170 城所　佑吉 社会福祉法人・老人保健施設あさひホーム施設長
171 辻　忠男 医師
172 芳賀　厚子
173 愛媛県保険医協会
174 白岩　一心 白岩歯科医院院長
175 樫林　義雄 樫林歯科院長
176 吉田　均 よしだ小児科クリニック院長
177 松村　高夫 慶應義塾大学名誉教授
178 河原田　和夫 新日本医師協会副会長
179 湧谷　煌 神戸医療生協名誉理事長
180 多木　喬郎
181 公益社団法人京都保健会　吉祥院病院
182 三宅　昌 公益財団法人健和会理事長
183 高石　光雄 埼玉協同病院院長補佐
184 新垣　司
185 大藪　憲治 歯科医師
186 鳴海　妥 灘診療所医師
187 山岡　伸三 医師
188 山田　昌樹 秩父生協病院院長
189 新潟県保険医会
190 菩提寺　伸人 メンタルヘルス都庁前クリニック院長
191 松浦　健伸 石川県民主医療機関連合会会長
192 三宅　成恒 一般財団法人京都労働災害被災者援護財団理事長
193 永田　文雄 京都城南診療所所長
194 李　民實 みのりクリニック院長
195 新田　誠
196 佐々木　真紀
197 亀山　直樹
198 髙橋　京子 髙橋西梅田クリニック
199 髙　僖晙 精神科医
200 花田　力 大阪府保険医協会監事
201 青森県保険医協会
202 千葉県保険医協会
203 福地　保馬 北海道大学名誉教授
204 大野　研而 介護老人保健施設・医師
205 西崎　恒男 みなと医療生協会長
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後援名義（到着順）
京都新聞

産経新聞社京都総局
毎⽇新聞社京都⽀局
読売新聞京都総局

笠置町
朝⽇新聞京都総局

⼋幡市
奈良市

和歌⼭市
南丹市

206 平　仁司 松江生協医師
207 南波　正敦
208 川見　公子 臓器移植法を問い直す市民ネットワーク
209 岐阜県保険医協会
210 清田　俟子 医療法人孝清会清田医院理事長
211 鈴木　隆 高崎中央病院院長
212 土生　信夫 医師
213 小澤　力 大阪府歯科保険医協会理事長
214 朝野　富三 宝塚大学特任教授
215 寺嶋　洋幸
216 小濱　譲次 野田診療所所長
217 野崎　京子 野崎クリニック院長
218 江原　豊
219 玉川　和隆 大阪府歯科保険医協会名誉理事長
220 吉田　章 よしだ内科クリニック院長
221 諸富　健 弁護士
222 中村　憲治 大阪社会医学研究所
223 松谷　久美子

他、11地区医師会長、１宗教者、27個人からご賛同を頂戴しております。（2015.4.6付け）
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資料⑤ 新聞報道（毎⽇新聞 2015 年３⽉５⽇） 
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